
ఛ
ळ
ʋ
˅
ʢ

ȭ
Ƀ
ɜ
ฆ
ఒ

ā

ఛ
୽
Ɉ
Ȥ
ࡈ
ɍ
ɬ
డ
ȱ
௫
Ȭ
ɘ
ȳ
Ί

ā

Ⴈ
༃
ɜ
ޣ
ȯ
ɭ
Ʌ
ɂ
ℕ
ɀ
ᆯ
Ȟ
ێ
༃
Ɂ

Ȝ
ɤ
ɘ
ȳ
ɢ
Ƞ
Ʌ
Ί

ā
ā
ā

Ŗā
ā

Ŗ

ā

਱
༃
ɜ
ఛ
ळ
ʋ
˅
ʢ

ɾ
ɼ
˃
ʑ
ࠐ
ಹ
௏
Ȧ
࡜

Ȧ
ȥ
ɤ
Ɂ
ȳ
Ί
ȳ
Ɂ
Ʌ

ଽ
๬
५
Ʉ
Ƀ
Ɂ
ɉ
൦
Ǐ

༜
Ɉ
൥
ȧ
Ʉ
ᆔ
਄
Ʌ
Ʉ

ɤ
Ὶ
େ
ഩ
ɉ
ॽ
ฆ
ȵ
ɘ

ȵ
ɭ
Ί

ā

౱
࿬
ɉ
‎
ಇ
ȥ
Ʉ
Ȥ
౷
ॢ
‏
ɬ
ݿ
Ȯ
ȳ

ɢ
Ƞ
Ʌ
࢙
ɛ
ɀ
Ȟ
ɘ
ȳ
Ȧ
Ὶ
Ȟ
ȥ
Ȧ
Ɂ

ȱ
ℹ
Ƞ
ȥ
Ί
ഽ
ȩ
Ɉ
ޣ
ȯ
ɭ
ɉ
༯
ᆞ
ȯ
ɦ

ɀ
Ȟ
ɥ
ȭ
ɂ
Ɂ
ȱ
ℹ
Ƞ
Ί
Ȝ
ɘ
ɤ
Ȥ
౷
ॢ

Ɉ
࡜
ယ
Ȧ
ɩ
ȥ
Ʉ
Ȟ
ɂ
঒
ɩ
ɦ
ȷ
Ƞ
Ɂ
ȳ

Ȧ
Ὶ
ʈ
ⅳ
ɂ
ބ
჉
ȱ
ɀ
ȩ
Ⱥ
ȯ
Ȟ
Ί

ā

਱
༃
ɉ
ۯ
༃
 
Ƞ
ȱ
Ƀ
ȱ
 Ί
୥
໩
ૅ

Ɉ
ǎ
ྈ
ᄆ
Ʌ
Ʉ
ɤ
ɘ
ȳ
Ί
ા
༃
Ɂ
ડ
ȥ
ɦ

ȹ
ହ
Ȧ
ވ
ɬ
୸
ȱ
ۋ
ℕ
ɀ
Ȟ
ɥ
ᅕ
ા
Ʉ
Ɉ

Ⱥ
ȷ
Ƞ
Ɂ
ȳ
Ί
ɘ
Ⱥ
େ
ߋ
Ɂ
ȧ
ɥ
ɢ
Ƞ
Ʉ

य़
ݪ
ɉ
୸
ɀ
Ȟ
Ʉ
Ȟ
ȫ
ɦ
Ƀ
Ὶ
౰
ෳ
ɂ
Ȟ

Ƞ
൥
ಜ
Ʉ
૪
ࡖ
Ί
਱
ɬ
ȱ
ℕ
ȥ
ɤ

ॽ
ଳ
ɥ
ȭ
ɂ
Ȧ
Ὶ
૫
Ɉ
ඦ
ި
Ʌ
Ⱦ

Ʉ
Ȧ
ɤ
ɘ
ȳ
Ί
࢖
Ȧ
ȴ
৭
Ȣ
ɀ
Ȟ

ɥ
ȭ
ɂ
Ć
Ć
ા
ۋ
ɀ
Ʌ
ɜ
ૣ
ɀ
Ȟ

ɘ
ȳ
ɇ
Ί

ā

ɠ
ℕ
ȩ
ɤ
Ὶ
Ɂ
ɜ
ߊ
ଌ
Ʌ
೐
మ

ȱ
ɀ
Ȟ
ȩ
ᅕ
ા
ɉ
Ὶ
ɘ
ȯ
Ʌ
ࢥ
ɂ
Ȟ
Ƞ
຦

ဘ
Ʌ
Ɏ
ℕ
ȹ
ɤ
Ɂ
ȳ
Ί

ā

઀
༃
Ὶ‎
࡬
ჱ
Ɉ
ళ
‏
Ȧ
൥
ఱ
࡜
Ʌ
Ʉ

ɤ
ɘ
ȱ
ȹ
Ίૐ
ɜ
Ȝ
ɞ
ȥ
ɤ
ɘ
ȱ
ȹ 
௖
 Ί

ā

࡬
Ȧ
ఱ
Ɉ
ଜ
ޏ
Ʌ
୙
Ȟ
ȥ
ȥ
ɥ
ᅕ
ા

ɉ
Ὶఛ
ळ
ʋ
˅
ʢ
Ʌ
ɜ
ʘ
ʮ
ℕ
ɀ
ȧ
ɘ
ȳ
Ί

ඖ
૭
ᇾ
Ɉ
ɢ
Ƞ
Ʌ
Ὶ
ᄮ
࡜
Ȝ
ɥ
ʪ
ῴ
˅
ῴ

Ȧ
এ
ɦ
Ὶ
ఛ
ळ
ʋ
˅
ʢ
ɬ
૫
ę
ɂ
൞
૭
ȱ

࠷࡙ࡖ࡝࡞⾔Ὦ࡝ࡀኬ࡞୯ᚨࢅ㤫㒌ᅥ࠿ࡕȳɭɊȦȤɫȹҖिֹࢡࠈ

Ⓠ࠿࡜࡝࣭ࢰࢪࣚࢠ྘ᆀ࡚ࠉ࡙࠷࡙ࡊℾࡦ㣍࡞ධᅗࡢ⾔Ὦࡡࡐࠊࡌࡱ

��ࠊࡌࡱ࠷࡙ࡊ⏍ ᭮୯ົࠔ࡞ㇿࡡ㸨㐄㛣࡛ࠕన⨠௛ࡾࡿࡼࡄ᭿㛣࠿

࠻⾮ࡢ࠷ເࡡ⾔Ὦࠉࡴࡒࡒࡖ࠾࡝ࡿࡼཱི࠿➿ᑊ࡝ຝ᭯ࠉ࠿ࡒࡊࡱࡽ࠵

�ࠉࡁ㐛࠿᫤᭿ࡡິ⛛ࡡᖳᮆᖳጙࠊࡒࡊ࡚ࢆࡎࡱࡽ࠵࠿࡛ࡆࡾ ࡢ࡞᭮

࠷࡙ࡄࡗࢅẴ࡞༎ฦࠊࡌࡱࡿࡈᠩᛍࠉ࠾࠷࡝ࡼ࡝࡞⾔Ὦ࡝ࡀኬ࡞ࡼࡈ

ࠊ࠷ࡈࡓࡂ࡙

⫄ࡋྜྷ࡛ࡵࡗ࠷ࠊࡌࡱ࠷࡙ࡊ⏍ሔᡜ࡚Ⓠࡡఌ㣏ࡢ࣭ࢰࢪࣚࢠࡡࡂኣࠈ

ሔࡷᐓᗖࡣࡿ࠵࡚࣭ࣁ࣒ࣤࡡၡ㢗ࠊࡌ࡚࠹ࡻ࠷࡝ࡢ㐢࠹⫃ሔࡡெࡔࡒ

ࠊࡌࡱࡽ࡝࡞஢㜭ࡡវ᯹ࡢ࡛ࡆࡾ࠻᥅ࡢఌ㣏ࡡ࡛

ࠉ࡜࡝ࡾ࡛࡞༎ฦࢅ㊝㞫ࡡெ࡛ࡡ࿔ᅑࠉ⏕╌ࢠࢪ࣏ࠉ࡞ᵕྜྷ࡚ࡱࡿࡆࠈ

྘ெࡵ࡞ິ⾔ࡡẴࠊ࠷ࡈࡓࡂ࡙ࡄࡗࢅ

ࡿࡈᚨ㒼ࡵវ᯹⑍ࢻࣞࢤ᥃よṌ࡚᩺ᆵࠉṌິ⾔ࠉ࡜࡝ᙸᮮࡡὮ⾔ᆀࠈ

ࠊࡌࡱࡊ࠷㢢࠽ࢅタུࡡ࡚୕ࡒࡊࢅ⤙㞹ヨ㏻ࡴ஢ࡢ࡞ࡀ࡛ࡾ

ࡱ࠷࡙ࡊ⏍Ⓠ࠿ࡌᑛᩐ࡚࠿ȢɇɎȦȤɫȹࣵ͞ନΰ࡛ࡕෝ๬չҖिࠈ

ࠊࡌᚪこ࡚࠿἖⒢ࡡᢘⳞⷾࡢ㏻Ⳟវ᯹⑍⁈ࠊࡌ

ࡽ࡝࡞఩⾉⢶ࡷỀ⬲ࡢᑚඡࠊࡌࡱࡽ࠵࠿⏍ⓆࡡⱕᖱࡵҖि͇ࣵੲΰࠈ

ࠊ࠷ࡈୖ࡙ࡊタུ࡞ࡃࡌࡢሔྙࡾ࠷࡙ࡊ࡛ࡽࡒࡖࡃࠉࡂࡌࡷ

ࠊࢆࡎࡱ࠷࡙ࡖࡱጙࡓࡱࡢ⾔ὮࡡȤɳɕɫȨɳȶࠈ

ࠊࢆࡎࡱࡽ࠵ࡢᙔᆀ࡚ࡢ⏍Ⓠࡡࢨവࡷࢨ಍ࠈ

ͧ੹ൣ߾ý
　上越市夜間診療所出務　20日
Ρරॆ೰ঝý「健康ライフ」19日ࡱ
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　FM上越：木曜午後１：35頃～
　上越有線放送：月曜午後６時～ ( 番組内 )
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
た
こ
と
と
、

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
今
後
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
々
で
、
き
ち
ん
と
し
た

情
報
を
収
集
す
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
情
報
を
ご
自
身
で
正
し
い

の
か
ど
う
か
も
考
え
て
欲
し
い
。
テ
レ
ビ

や
ネ
ッ
ト
で
流
さ
れ
て
い
る
情
報
の
中
に

は
、
正
し
く
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
明

ら
か
に
お
か
し
い
も
の
が
流
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
医
療
や
政
策
は
科
学
で
す
。
そ
れ
な
り

の
論
理
が
あ
り
、
倫
理
性
も
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
信
じ
る
こ

と
か
ら
始

ま
る
と
い

う
宗
教
（
信

じ
れ
ば
救
わ

れ
る
？
）
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、

例
え
ば
大
学
の
教
授
が
言
っ
て
い
る
か
ら

正
し
い
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
が
言
っ

て
い
る
か
、
で
は
な
く
、
何
を
ど
の
よ
う

な
根
拠
で
言
っ
て
い
る
か
が
大
切
で
す
。

　
医
療
者
や
罹
患
者
へ
の
誹
謗
、
中
傷
、

風
評
被
害
な
ど
も
問
題
で
す
。
周
囲
の
空

気
に
流
さ
れ
ず
、
一
人
一
人
が
し
っ
か
り

と
物
事
を
考
え
、
行
動
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
当
地

で
は
ま
だ
市
中
感
染
に
は
至
っ
て
い
な
い

の
で
、
感
冒
症
状
が
あ
っ
て
も
直
ち
に
新

型
コ
ロ
ナ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
流
行
地
へ
の
行
動
歴
や
、
感
染

者
と
の
接
触
歴
が
あ
れ
ば
別
で
す
。

　
し
か
し
今
後
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
中

感
染
に
な
る
と
事
態
は
変
わ
り
ま
す
。
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引
き
続
き
流
行
地
と
の
往
来
を
避
け
る

よ
う
に
。
ま
た
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
周
囲

と
の
十
分
な
距
離
を
と
る
な
ど
、
感
染
予

防
の
対
応
を
し
っ
か
り
継
続
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。
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　　（毎日 24時間対応）

　電話 025-256-8275

୕㉲ಕ೸ᡜ（平日日中のみ）

　電話 025-524-6134

Ё܊٥৔׬ಊ׬೑ݕѥ؁ಕࢡ

　電話 025-280-5200
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　この年＝ 2001 年は新しい 21世紀の始まりの年。国連を中心

に、21世紀は子どもの世紀とする宣言が出されています（それ

から 20年がたち、ほどんど聞かれなくなっていますが）。

　「子どもの世紀」を意識していた訳ではありませんが、でも 21

世紀のスタートの年に、わたぼうし病児保育室を開設できたこと

は、とても大きな喜びでした。

　病児保育は今でこそ広く知られていますし、なくてはならない

子育て支援策と位置付けられていますが、当時はまだ知らない人

が大半。子育て中の方々にも、こんなことができるんですよ、と

説明をして、それでもなかなか分かってもらえませんでした。

　私がこの事業を行おうと思い立ったのは、さかのぼること5年。

開院５周年の行事をしている中のことです。小児科専門の医院と

してこの地で仕事をさせてもらっているので、何か恩返しになる

ことはないかな。それが子育てに役に立つことだったらいいな。

　いくつかのことを考えました。例えば0歳児を預かる乳児保育。

これも当時はまだ少なかったですね。でも、私がやらなくても他

の保育を専門にしている人たちが携われること。小児科医にしか

できないこと・・それが病児保育だと気付きました。

　病児保育は、全国ではいくつかの施設が先駆的に事業を行って

いるだけで、その頃新潟県には皆無でした。

　子どもは急に病気をするもの。でも親は急には仕事を休めない

ことがままある。このミスマッチは、多くは母親の犠牲（産後に

就業できない、仕事を退職する、短時間労働で我慢するなど）で

一見解消されているようには見えますが、いつまでもそうであっ

ていいはずがありません。

　構想 5年。この間に、自治体（上越市）に対して病児保育事

業に着手するように働きかけました。市は「病後児保育事業」を

立ち上げましたが、医師会理事会の理解が得られず、当院がそれ

を請け負うことはかないませんでした。

　でも、本当に必要なのは急性期の病児も扱う「病児保育」です。

それは小児科医が関わらなければ実現できません。市内に病後児

保育室ができても、やっぱり病児保育が必要！　そして、何より

私はやりたい！！

　一度は病児保育を行うという「夢」を諦めかけていましたが、

でも諦める必要はない。公的なものでなく、私的なものであれば

市とも医師会とも関係なく、開設することができる。

　そう考え、医院２階の空きスペースを改装し、２名の常勤保育

士を雇って、わたぼうし病児保育室をスタートさせました。

　当初の利用はとても少なかったのですが、次第に増えていきま

した。きっと実際に利用した方が、こんなふうだったよと「口コ

ミ」してくれたのでしょうね。

41 ༃ɈၐəĪ9ī


